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研究成果の概要 

胎児・新生児・成体マウスの大腸間葉系細胞（CD45-EpCAM-CD31-gp38+細胞）を用いた scRNA-seq 解

析により、血管周囲に局在する線維芽細胞と上皮細胞周囲に局在する線維芽細胞の分化系譜を明らか

にするとともに、前駆細胞および血管周囲の大腸線維芽細胞を人為的に除去可能な(遺伝子 X-cre; 

Rosa26iDTR)マウスの作成を行った。また、血管周囲の大腸線維芽細胞に発現する脱ユビキチン化酵素

Y が潰瘍性大腸炎を防ぐメカニズムの詳細および脱ユビキチン化酵素 Y と相互作用し病態増悪に関わ

る腸内細菌由来の分子を同定した。さらに、 上皮細胞周囲に局在する線維芽細胞が細胞内代謝を制御

することで上皮細胞の増殖を抑制し、大腸癌および回腸癌を防ぐことを明らかにした。腸内環境を模し

たマイクロ流体デバイス Gut-on-a-Chip の開発においては、マウス大腸上皮オルガノイド由来上皮幹細

胞のデバイス内での培養条件および分化誘導条件の検討を行った。 
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